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1. エグゼクティブサマリー 
本レポートは、新規ビジネスの基盤となる技術の研究開発（R&D）において、AI 論文

検索ツールが持つ変革の可能性を提示するものである。特に、「知識を理解する」「知

識を応用する」「知識を創造する」というナレッジライフサイクルの各段階における

AI ツールの戦略的活用は、イノベーションを大幅に加速し、研究の質を向上させ、新

たな事業機会の発見につながることを論じる。各段階における主要な推奨事項と、AI
ツールの導入・運用における倫理的配慮を含む包括的な戦略的考察を概説する。AI ツ
ールは単なる漸進的な改善ツールではなく、R&D アプローチを根本から変え、新規基

盤技術の市場投入における競争優位性を確立するための鍵となり得る。 

2. はじめに：AI 駆動型 R&D による新規ビジネス・ベンチャー 
AI の R&D における役割の進化 

従来の R&D 手法から AI を活用したアプローチへのパラダイムシフトが進行してい

る。AI はもはや未来のコンセプトではなく、現代における効率化と新規発見を可能に

する存在である 1。AI は人間が処理できる量をはるかに超える膨大な科学文献を処理で

きるため、R&D の初期段階を加速させる。 

AI 論文検索ツールの重要性 

指数関数的に増加する科学論文をナビゲートするために、これらのツールは不可欠にな

りつつある。新規ビジネス・ベンチャーにとって、関連する基盤技術を迅速かつ包括的

に特定することは極めて重要である。AI ツールは、関連研究、主要なオピニオンリー

ダー、新たなトレンドを特定するのに役立つ 4。 

「理解・応用・創造」知識フレームワークの概要 

本レポートの構造的骨子として、この 3 段階モデルを導入する。各段階は R&D プロセ

スにおける明確な認知的・運用的要求を表しており、AI ツールは各段階をサポートす

るように調整できる。このフレームワークは、読者にとって明確なロードマップを提供

する。 

AI 論文検索ツールは、孤立したソリューションとしてではなく、より広範な AI 駆動型

R&D 戦略の不可欠な構成要素として位置づけられるべきであり、急速なイノベーショ



ンサイクルにおける競争力を維持するために極めて重要である。 

3. 基盤フレームワーク：R&D における知識創造のための SECI モデ

ル 
野中郁次郎氏の SECI モデル入門 

知識創造のダイナミックなプロセスを理解するために、野中郁次郎氏が提唱した SECI
モデルは有効な枠組みを提供する。このモデルは、暗黙知と形式知が相互に変換されな

がら、知識が組織内で創造・共有・活用されていくプロセスを 4 つのモードで説明す

る 6。 

● 共同化（Socialization ：暗黙知から暗黙知へ）：経験や共同作業を通じて個人が

持つ暗黙知を他者に移転するプロセス。OJT（On- the-Job Training）や師弟制度

が典型例である 6。AI ツールは、著者のネットワーク分析を通じて潜在的な協力者

を見つけ出すことや、文献調査の時間を短縮することで、より直接的な人間同士の

対話時間を確保するなど、間接的にこのプロセスを支援しうる。 
● 表出化（Externalization ：暗黙知から形式知へ）：暗黙知を言葉や図、モデル、

メタファー（比喩）などを用いて形式知に変換するプロセス 6。AI ツールは、論文

の要約生成やキーコンセプト抽出機能を通じて、研究者が膨大な文献から得た洞察

を新たな形式知として整理・統合する作業を支援する 9。 
● 連結化（Combination ：形式知から形式知へ）：既存の形式知を組み合わせ、新

たな、より複雑な形式知体系を創造するプロセス。複数の報告書を統合したり、デ

ータベースを構築したりする活動がこれにあたる 7。これは AI 論文検索ツールの

得意分野であり、関連性の薄い論文同士を結びつけたり、トレンドを特定したり、

構造化データを抽出したりする機能が直接的に貢献する 5。 
● 内面化（Internalization ：形式知から暗黙知へ）：連結化によって得られた新た

な形式知を実践を通じて体得し、個人の暗黙知へと転換するプロセス。マニュアル

から新しいスキルを習得するなどが例として挙げられる 6。AI ツールは、研究者が

R&D 活動を通じて内面化するための基盤となる形式知（論文、手法）を提供す

る。 

AI ツール適用の関連性 

これらの知識変換プロセスを理解することは、「理解・応用・創造」のフレームワーク

内で、各モード、特に表出化と連結化を促進・加速するために AI ツールを戦略的に展

開する上で役立つ。例えば、AI による要約ツールは表出化を助け、論文間の関連性を

マッピングするツールは連結化を支援する。 



SECI モデルは知識創造を静的な情報検索ではなく、反復的なスパイラルとして捉え

る。AI ツールはこのスパイラルの複数のポイントで触媒として機能し、単なる情報検

索を超えた知識変換に貢献する可能性を示唆している。この視点は、AI ツールの R&D
への貢献をより深く、よりニュアンス豊かに理解することを可能にする。 

4. R&D ナレッジライフサイクルにおける AI 論文検索ツールの活用 
4.1. フェーズ 1：「知識を理解する」 – 強固な基盤の構築 

タイミング 

このフェーズは、新規ビジネスのための R&D の初期段階、特に予備調査、新技術の範

囲定義、最新技術の把握、主要な研究者や研究機関の特定、初期の実現可能性評価にお

いて極めて重要である。 

AI ツールによる理解の加速 

● 効率的な文献発見：AI ツールは、手作業よりもはるかに高速に数百万件の論文を

スキャンし、関連論文を発見できる 4。自然言語によるクエリ入力は直感的な検索

を可能にする 4。 
● 自動要約：ツールは簡潔な要約（例：Semantic Scholar の TLDR 12、Elicit の要約 

4、PDF.ai の要約 13）を提供し、論文の関連性や主要な発見を迅速に評価すること

を可能にする。これは情報過多という課題に対応する。 
● コンセプト抽出とトレンド特定：AI は研究領域内の主要なコンセプト、方法論、

新たなテーマを特定できる 11。 
● 主要研究と研究者の特定：引用数や意味的関連性に基づいて影響力のある論文を強

調表示し、その分野で多作な著者を特定できる 11。 

主要 AI ツールと応用 

● Elicit ：システマティックレビュー、自動スクリーニング、データ抽出、研究レポ

ート作成に優れている。1 億 2500 万件以上の論文を検索し、複数の論文を一度に

要約できる 4。新しい分野を学ぶのに有用である 4。 
● Semantic Scholar ：無料ツールであり、膨大なコーパス（1 億 7500 万件以上の

論文）を持つ。論文要約（TLDR）、関連論文発見、著者プロファイル、研究分野

分類機能を提供する 11。Semantic Reader は定義表示により読解力を高める 12。 
● Scite.ai ：「スマートサイテーション」に特化し、論文がどのように引用されてい

るか（支持、対比、言及）を示し、研究主張の受容度や妥当性の評価を助ける 15。

文献との批判的エンゲージメントに有用である。 
● Consensus ：学術分野を検索し、学術的コンセンサスを強調することで、特定の



リサーチクエスチョンに対してエビデンスに基づいた回答を提供する 17。ターゲッ

トを絞った情報検索に適している。 
● PDF.ai / AskYourPDF ：PDF ドキュメントと対話的に「チャット」でき、ユーザ

ーは論文全体を読まずに特定の質問をしたり、セクションの要約を要求したり、情

報を抽出したりできる 13。特に長い論文や報告書に有用である。 

ケーススタディ・スニペット 

「医療画像用の量子センサー」という新しい分野に取り組む研究者は、Elicit や

Semantic Scholar を使用して、主要な論文、重要なレビュー論文、および主要な研究

グループを迅速に特定できる。その後、Scite .a i を使用して特定の発見がどの程度評価

されているかを理解し、PDF.ai を使用して長い技術論文から方法論を迅速に抽出でき

る。これは Elicit のユースケース「新しいドメインについて学ぶ」と一致する 4。 

注意点 

● 情報過多と品質管理：AI は発見を加速する一方で、膨大な数の論文を提示するこ

ともある。情報源の質と関連性を評価するには、依然として人間の判断が必要であ

る。 
● AI の理解の深さ：AI による要約は有用だが、人間の専門家が捉えるニュアンスや

文脈を見逃す可能性がある。これらは出発点であり、重要な論文を深く読むことの

代替にはならない 12。AI による要約には、事実誤認や不自然な表現が含まれる可

能性も指摘されている 12。 
● 検索バイアス：アルゴリズムは、論文のランク付けや提案方法に固有のバイアスを

持つ可能性がある。複数のツールを使用したり、検索戦略を調整したりすること

で、このバイアスを軽減できる。 

単なる情報検索から、引用の質や文脈を重視する方向へのシフトは、AI がよりニュア

ンスのある理解を支援する段階へと成熟しつつあることを示している。Scite .a i のよう

なツールの登場 15 はこの傾向を反映しており、単なる引用数ではなく、論文が どのよ

うに 引用されているか（支持、対比、言及）に焦点を当てることで、このギャップを

埋めようとしている。これは、知識を「理解する」上で重要な、単なる発見を超えた批

判的評価への需要を示している。 

また、PDF.ai や AskYourPDF 13 のように、ドキュメントと迅速に「チャット」できる

機能は、複雑な情報へのアクセスを民主化する。特定分野の専門家でなくても、主要な

ポイントを素早く把握できるようになり、R&D チーム内の学際的な理解を促進する可

能性がある。従来、難解な研究論文を理解するには、相当な専門知識と時間が必要だっ

た。PDF と自然言語で対話できるツールは、この障壁を下げる。例えば、異なる分野



のエンジニアが、専門外の材料科学論文の主要な発見や限界について、専門用語をすべ

て解読せずとも迅速に問い合わせることができる。これは、多様な知識の統合が求めら

れる新規事業の R&D において、部門横断的な理解を加速させる。 

R&D チームがこれらのツールをより効果的に活用し、既存の知識状況を包括的かつニ

ュアンス豊かに理解できればできるほど、冗長な研究を追求したり、欠陥のある基礎的

仮定に基づいて新規事業を立ち上げたりするリスクは低減する。新規技術に基づく新規

事業は本質的にリスクが高い。主要なリスクの一つは、不正確または不完全な基礎知識

に基づいて構築することである。AI ツールは、より広範で深い文献レビューを可能に

することで 4、最新技術の真の状況、論争点（Scite .a i 経由 15）、既存研究で文書化さ

れている潜在的な落とし穴を特定するのに役立つ。この包括的な理解は、より情報に基

づいた意思決定と、R&D の初期段階におけるリスク削減に直接つながる。 

4.2. フェーズ 2：「知識を応用する」 – 洞察を行動へ転換 

タイミング 

技術開発、実験計画、プロトタイピングの活発な段階、および既存文献に記載されてい

る解決策や方法論を必要とする特定の技術的課題に直面した際に活用する。 

AI ツールによる応用の支援 

● 特定の方法論・プロトコルの発見：AI ツールは、適応可能な特定の実験手順、ア

ルゴリズム、または製造技術を詳述した論文を見つけるのに役立つ 10。Elicit のデ

ータ抽出機能は、使用された方法の詳細を抽出できる 4。 
● 適応のための既存ソリューションの特定：他の文脈や異なる材料・システムで同

様の問題がどのように対処されてきたかを検索する。 
● 公表結果の比較分析：ツールは複数の研究からデータを収集して比較するのに役立

ち、現在の R&D プロジェクトに最も有望なアプローチを選択するのを支援する

（Elicit のシステマティックレビュー機能がここで重要となる 4）。 
● 実験計画への情報提供：効果的なパラメータ、制御、評価指標に関する文献の洞察

は、新しい実験の設計を導くことができる 1。 

主要 AI ツールと応用 

● Elicit ：特にシステマティックレビュー機能が強力で、多数の論文から自動的にデ

ータを抽出し、方法論、結果、パラメータを比較できる 4。これは確立された知識

を厳密に適用するために不可欠である。表中のデータであっても 90%以上の精度

で定量的または定性的データを抽出できる能力は大きな利点である 10。 
● Semantic Scholar ：ターゲットを絞ったキーワード検索や引用ネットワークの探



索を通じて、特定の方法や評価を詳述した論文を見つけるのに有用であり、方法が

どのように適用または修正されたかを確認できる 11。その Semantic Reader には

「どのような方法が使われていますか？」といった質問を投げかけることができる 
12。 

● DistillerSR ：システマティックレビューに特化したソフトウェアで、AI を用いて

収集、スクリーニング、評価の管理を自動化する 19。「検索」ツールだけではない

が、その AI 支援スクリーニングとデータ抽出は、文献群からの知識を応用する上

で極めて重要である。 
● Iris.ai ：AI による科学文献の理解と知識抽出に重点を置き、テキストや表からのデ

ータ抽出、パターンやトレンドを特定するための文書セット分析などを行う 14。こ

れは応用のため情報を統合するのに役立つ。 

ケーススタディ・スニペット 

バッテリー用の新素材を開発している R&D チームは、Elicit を使用して、類似の材料

組成に関する既存文献の迅速なシステマティックレビューを実施し、性能指標、合成方

法、報告されている故障モードに関するデータを抽出できる 4。これは実験計画に直接

情報を提供し、既知の落とし穴を回避するのに役立つ。これは、創薬において既存デー

タに基づいて分子を最適化するために AI がどのように使用されるかと同様である 1。 

注意点 

● 文脈的適用可能性：ある論文の発見が、異なる実験設定やビジネスコンテキストに

直接適用できるとは限らない。批判的な評価が必要である。 
● 報告されたソリューションのスケーラビリティ：学術論文で報告されているソリ

ューションは概念実証である可能性があり、大幅な追加 R&D なしには産業応用に

スケールできない場合がある。 
● 知的財産（IP）：特許や論文から知識を応用する際には、侵害を避けるために既存

の IP 権に細心の注意を払う必要がある。AI ツールは特許検索を支援できるが

（例：Patsnap Eureka  AI Agent 22）、解釈には法的専門知識が必要である。 
● 原著論文のデータ品質：「Garbage  in, garbage  out（質の悪いデータからは質の

悪い結果しか得られない）」の原則が適用される。AI ツールが欠陥のある方法論

や結果を持つ論文からデータを抽出すると、その知識の応用も欠陥のあるものにな

る。 

Elicit 10  や Iris .a i 20  のような AI ツールによる詳細なデータ抽出能力は、知識のより堅牢

な応用を直接可能にする。研究者は、何が行われたかを知るだけでなく、それがどのよ

うに行われ、どのような具体的な結果が得られたかを理解できるようになり、これは再



現と適応にとって極めて重要である。知識を応用するということは、多くの場合、ある

手法を再現したり、適応させたりすることを意味する。研究者が論文の概要しか持って

いない場合、応用を成功させるために必要な特定のパラメータ、材料、あるいは微妙な

手順が欠けている。詳細なデータ（例えば、Elicit による表中のデータの 90 %以上の抽

出精度 10）を抽出するツールは、この詳細な情報を提供し、概念の理解とそれを実行で

きることの間のギャップを埋める。これは、公表された研究を応用する際の成功率に直

接影響する。 

AI 論文分析と実験室自動化システム（Self- Driving Labs 23）の統合は、知識を応用する

ための強力な相乗効果を示している。AI は文献から有望な実験経路を特定し、自動化

システムがそれを実行することで、知識の応用と改良の迅速なループが生まれる。「応

用」フェーズは実験で最高潮に達する。従来、研究者は論文を読み、実験を計画し、そ

の後手作業で実験を行っていた。SDL の出現 23 は、実行部分を自動化する傾向を示し

ている。AI 論文検索ツールが、文献から最適なパラメータや新規の手順を特定するこ

とによってこれらの SDL に効果的に情報を提供できれば、知識を応用するための R&D
サイクル全体が劇的に加速される可能性がある。これにより、文献由来の知識から具体

的な実験結果へと直接的なつながりが生まれる。 

AI ツールが論文からデータを抽出・構造化する能力を高めるにつれて、大規模なドメ

イン固有の知識ベースの構築に貢献できるようになる。この構造化された知識は、「応

用」フェーズにおいて、予測タスクや設計最適化のためのより専門的な AI モデルの訓

練に使用でき、単一論文の直接的な応用を超えて、集合知を活用する方向へと進む。知

識の応用は、常に単一の論文に関するものではない。多くの場合、多くの情報源からの

情報を統合することである。AI ツールが何千もの論文からデータ（例えば、材料特

性、反応条件、臨床試験結果 1）を抽出し、それを構造化できれば、これは価値ある資

産となる。この構造化されたデータセットは、特定の応用（例えば、材料性能の予測、

化学プロセスの最適化）のための新しい機械学習モデルの訓練に使用でき、これはより

高度な「知識の応用」形態である。 

4.3. フェーズ 3：「知識を創造する」 – イノベーションと新規発見の促進 

タイミング 

アイデア創出セッション中、画期的なイノベーションを模索しているとき、新しい仮説

を立てるとき、未踏の研究領域を探求しているとき、あるいは斬新なアプローチを必要

とする複雑な問題を解決しようとしているときに活用する。 

AI ツールによる創造の触媒作用 



● 研究ギャップの特定：既存の文献ランドスケープを視覚化することで、未踏の領域

や概念間の欠落したつながりが明らかになることがある 5。 
● 異分野間の連携：ツールは異なる研究ドメイン間の予期せぬつながりを強調表示

し、学際的なアイデアを刺激することがある 5。Connected Papers は「予期せぬ

つながりを作った」と評されている 5。 
● 知識ネットワークの視覚化：論文の関係性、著者の共同研究、進化する研究フロン

ティアのグラフィカルな表現は、新しい視点を刺激することができる 5。 
● 仮説生成の支援：生成 AI は、指導と批判的評価を受ければ、既存文献のパターン

やトレンドに基づいて、斬新な仮説やリサーチクエスチョンを提案することができ

る 3。AskYourPDF 18 や一般的な AI ブレインストーミングツール 28 のようなツール

は、既存の知識と「対話」して新しいアイデアを生み出すために使用できる。 

主要 AI ツールと応用 

● Connected Papers ：「シードペーパー」に強く関連する論文のインタラクティブ

な視覚的グラフを構築し、研究者が先行研究や派生研究を発見し、分野のダイナミ

クスを理解し、見逃していた可能性のある重要な関連論文を特定するのに役立つ 
5。「新しい学術分野の視覚的概要を得る」ことや「重要な論文を見逃していない

ことを確認する」のに優れている 5。 
● ResearchRabbit ：文献検索と発見のための AI 搭載ツールで、「ネットワークビ

ュー」を使用して関連する論文や著者を表示する。ユーザーの選択から学習して推

奨を改良し、新しい関連論文のアラートを送信できる 25。「私の考え方と一致する

…はるかに有機的な検索」と評されている 30。 
● 生成 AI ツール（例：ChatGPT 、Claude 、特化型科学 LLM）：文献から統合され

た情報に基づいて、リサーチクエスチョンの生成、実験計画の提案、または「もし

も」のシナリオの探求を促すことができる。例えば FieldSHIFTは、LLM を使用し

て科学ドメイン間で概念を翻訳し、仮説を生成する 27。BioResearcher は仮説生成

と実験計画を自動化する 26。 
● AI ブレインストーミングツール（例：AskYourPDF 、Miro AI Assist ）：論文検

索ツールだけではないが、文献からの洞察と組み合わせて使用できる。例えば

AskYourPDFは、異なる文書からの思考を結びつけて新しいアイデアを生み出す 
18。一般的な AI ブレインストーミングツールは、文献から派生した概念を拡張す

ることができる 28。 
● Iris.ai ：その文書セット分析とデータ関係の視覚的表現は、研究ギャップの特定と

仮説生成の促進に役立つ 14。 

ケーススタディ・スニペット 



持続可能な材料に取り組むチームは、生分解性ポリマーに関するいくつかの主要な論文

から始めて Connected Papers を使用できる。このツールは、例えば、複雑な有機構

造を分解できる酵素を記述した真菌学（菌類）の研究との予期せぬつながりを明らかに

するかもしれない。これは、新しい生物に着想を得た分解経路に関する斬新な仮説を刺

激する可能性がある。これは Connected Papers が「予期せぬつながり」を作るとい

う評価と一致する 5。別の例として、Fie ldSHIFT 27 のような生成 AI を使用して、神経

科学における神経可塑性に関する発見を発生生物学に翻訳し、組織再生に関する斬新な

仮説を生成することが挙げられる。 

注意点 

● AI の「ハルシネーション」と妥当性：生成 AI は、不正確、無意味、または科学的

現実に根ざしていない出力を生成する可能性がある 1。AI が生成したすべての仮説

は、厳密な人間の精査と検証が必要である。 
● 独創性と人間の創造性：AI は支援できるが、真の創造的な飛躍には、多くの場

合、人間の直感、ドメイン知識、およびセレンディピティが必要である。AI は人

間の知性の代替ではなく、協力者と見なされるべきである 3。特に「自動化と人間

の専門知識のバランスをとる」という視点が重要である 3。 
● 訓練データのバイアス：生成 AI モデルは既存のデータから学習する。このデータ

にバイアスがある場合、生成された仮説もバイアスがかかっている可能性があり、

確立されたトレンドから逸脱する斬新な道筋を見落とす可能性がある 3。 
● 視覚化への過度の依存：視覚ツールは強力だが、慎重に使用しないと、複雑な関係

を単純化しすぎたり、圧倒的なグラフを作成したりすることがある 29。特に「大き

なグラフは時に圧倒的になることがある」という点は留意すべきである 29。 

知識創造における AI の最も強力な用途は、異分野の知識領域を結びつける能力にあ

る。Connected Papers 5 や FieldSHIFT 27 のようなツールは、この点で特に有効であ

る。真のイノベーションはしばしば分野の交差点で起こり、AI はこれらの以前は見過

ごされていた交差点を人間よりもはるかに迅速かつ体系的に特定できる。画期的な発見

は、ある分野の概念を別の分野に応用することから生まれることが多い。しかし、研究

者は通常、専門化している。広範で多様な文献にわたる関係性をマッピングできる AI
ツール 5 や、ドメイン間で概念を翻訳することさえできるツール 27 は、これらの学際的

な機会を浮き彫りにすることができる。これは、セレンディピタスな発見プロセスを模

倣しつつも、より構造化された方法で行うため、真に新しい知識を創造するための強力

な触媒となる。 

仮説生成のための生成 AI の台頭 3 は、研究の「アイデア」フェーズを民主化する可能

性がある。経験の浅い研究者やリソースの少ない機関の研究者は、これらのツールを活



用して妥当な仮説を立てることができ、アクセスが広まればイノベーションの競争条件

を平準化する可能性がある。仮説生成は研究の重要かつ困難な部分である。上級研究者

は長年にわたりこのスキルを培う。既存研究の膨大なデータセットを分析することで、

生成 AI ツール 3 は、経験の浅い研究者が思いつかなかったかもしれない斬新な仮説を

提案できる。これにより、彼らの学習曲線が加速され、キャリアの早い段階でより斬新

なアイデアを貢献できるようになり、より包括的なイノベーションエコシステムが育成

される可能性がある。 

AI 駆動型の文献分析と「AI サイエンティスト」または「自律型ラボ」プラットフォー

ム 23 との組み合わせは、文献に基づく仮説生成から実験的検証までの全サイクルが大

幅に自動化され、知識創造の速度が指数関数的に増加する未来を示唆している。「創

造」フェーズは仮説の生成を含み、「応用」フェーズはその検証を含む。AI が両方を

支援できる場合（仮説のための文献ツール、検証のための SDL 23）、知識創造のフィー

ドバックループははるかに緊密かつ高速になる。これは単に個々のステップを高速化す

るだけでなく、科学的発見のペースと方法論そのものを根本的に変え、新しい知識の爆

発的な増加につながる可能性がある。 

5. 主要 AI 論文検索ツールの比較概要 
以下に、本レポートで議論された主要な AI 論文検索ツールの特徴、強み、限界、価格

設定、および統合機能を比較した表を示す。これにより、ユーザーは特定のニーズとリ

ソースに基づいてツールを選択するための実践的なリファレンスを得ることができる。 

 

ツール名 主なユー

スケース 
(理解/応
用/創造) 

主要機能 強み 限界 価格帯 
(月額、

年払い) 

エクスポ

ート/統
合 

出典例 

Elicit  理解、応

用 
システマ

ティック

レビュー

ワークフ

ロー、自

然言語検

索、複数

論文要

約、デー

網羅的な

文献調

査、高品

質なデー

タ抽出、

新しい分

野の迅速

な学習 

無料版で

は機能制

限あり、

高度な分

析には慣

れが必要 

無料、

Plus 
($10)、
Pro 
($42) 

RIS, 
CSV, BIB
エクスポ

ート、

Zotero
連携 

4 



タ抽出

（表から

も抽出

可）、研

究レポー

ト生成 

Semanti
c 
Scholar  

理解 1 億

750 0 万

件以上の

論文デー

タベー

ス、

TLDR
（超短要

約）、関

連論文推

薦、著者

プロファ

イル、

Semanti
c Reader
（文脈に

応じた定

義表示） 

無料で広

範な文献

アクセ

ス、論文

の核心を

素早く把

握、読解

支援 

データ抽

出機能は

限定的 
20、専門

分野によ

っては

Elicit よ

り検索結

果が劣る

場合があ

るとの指

摘あり 33 

無料 API 利用

可能、論

文 PDF
ダウンロ

ード 

11 

Scite.ai  理解 スマート

サイテー

ション

（引用の

文脈分

析：支

持・対

比・言

及）、引

用文献の

信頼性評

価、AI
アシスタ

ントによ

る質問応

論文の主

張の妥当

性評価、

批判的吟

味の支

援、ハル

シネーシ

ョンの少

ない AI
応答 

包括的な

研究管理

やデータ

抽出機能

は提供し

ていない 
20  

7 日間無

料トライ

アル、

Personal
プラン

（年払い

/月払

い） 

ダッシュ

ボード機

能、

Refe ren
ce  
Check 

15 



答 

Researc
hRabbit  

理解、創

造 
パーソナ

ライズさ

れた論文

推薦

（Spotif
y のよう

な学習

型）、論

文・著者

ネットワ

ークの視

覚化、

Zote ro
連携、共

同作業機

能 

直感的で

有機的な

文献探

索、セレ

ンディピ

ティの促

進、研究

者間のコ

ラボレー

ション 

主に文献

発見に焦

点、詳細

なデータ

分析ツー

ルは不足 
20  

無料 BibTeX/
RIS イン

ポート、

プロジェ

クト共有 

25 

Connec
ted 
Papers  

理解、創

造 
シード論

文に基づ

く関連論

文の視覚

的グラフ

生成、先

行・派生

研究の発

見、分野

のダイナ

ミクス把

握 

研究分野

の全体像

の迅速な

把握、重

要な関連

論文の見

逃し防

止、予期

せぬ分野

間のつな

がり発見 
5 

無料版は

月 5 グ

ラフまで 
29、大規

模グラフ

は情報過

多になる

可能性 
29、他の

学術ツー

ルや引用

管理ソフ

トとの連

携不足 29 

無料、

Academi
c ($3)、
Business 
($10 ) 

グラフの

エクスポ

ート（形

式は要確

認） 

5 

Iris.ai  理解、応

用、創造 
AI によ

る科学文

献理解と

知識抽

出、テキ

スト・表

文脈理解

に基づく

高精度検

索、大量

文書から

の効率的

高度機能

の習熟に

初期トレ

ーニング

が必要な

可能性 

無料トラ

イアル、

カスタム

サブスク

リプショ

ン、個人

各種デー

タリポジ

トリや文

書管理シ

ステムと

の統合サ

14 



からのデ

ータ抽

出、文書

セット分

析による

パター

ン・トレ

ンド特

定、視覚

的データ

関係表

現、仮説

生成支援 

な知見抽

出、研究

ギャップ

特定 

20、中小

組織には

購読費用

が高額な

可能性 
20  

向け 
(€ 60 -
€ 75) 

ポート 
20、API
提供の可

能性あり

（エンタ

ープライ

ズ向け） 

Consen
sus 

理解 特定の研

究質問に

対するエ

ビデンス

ベースの

回答提

供、学術

的コンセ

ンサスの

強調、6
つの学術

分野に特

化 

ターゲッ

トを絞っ

た迅速な

情報収

集、研究

の信頼性

評価 

検索精度

は他のツ

ールに劣

るとの指

摘あり 
33、分野

が限定的 

無料版あ

り、Pro
版（要確

認） 

一般的な

引用管理

ツールと

の連携、

複数引用

形式サポ

ート 

17 

PDF.ai 
(類似ツ

ール含

む) 

理解 PDF ド

キュメン

トとの対

話型チャ

ット、特

定箇所の

質問応

答、要約

抽出、複

数文書分

析、多言

語対応 

長文資料

の読解時

間大幅短

縮、必要

な情報を

ピンポイ

ントで抽

出 

AI の解

釈に依存

するた

め、原文

確認は依

然として

重要 

ツールに

より異な

る（例：

PDF.a i
は無料版

と有料版

あり） 

タグ付

け、整理

機能（ツ

ールによ

る） 

13 



この多様なツール群と価格モデル 10  は、市場が急速に成熟していることを示唆してい

る。しかし、これは同時に、ユーザーが選択肢をナビゲートするためのガイダンスを必

要としていることも意味し、比較表の価値を高めている。いくつかのツールで API が
利用可能であること 11 は、相互運用性とより大きな R&D エコシステムへの統合という

トレンドを示している。これらのツールはもはやスタンドアロンのアプリケーションで

はなく、カスタム R&D ワークフローや大規模なエンタープライズ知識管理システムに

プログラム的に統合でき、研究プロセスへの AI のより深い組み込みを意味している。 

6. 戦略的実施とベストプラクティス 
AI ツールの既存 R&D ワークフローへの統合 

これらのツールをアドオンとしてではなく、研究プロセスの不可欠な部分として組み込

むための実践的なステップについて議論する。これには、現在のワークフローにおいて

AI ツールが最も大きな効果を発揮できる特定のタッチポイントを特定することが含ま

れる。例えば、すべての文献レビューサイクルの開始時に Elicit 4 を使用するなどであ

る。 

チームトレーニングとスキル開発 

研究者に対し、ツールの使い方だけでなく、AI が生成した出力を用いて批判的に思考

する方法についてもトレーニングする必要性を強調する。これには、プロンプトエンジ

ニアリング、AI による要約の評価、ツールの限界の理解などが含まれる。 

予算編成と ROI の考慮事項 

一部のツールは無料であるが（Semantic Scholar 11、ResearchRabbit 25）、多くの強力

な機能は有料である（Elicit Pro 10、Scite .a i 34、Iris .a i 20）。サブスクリプション費用に

対して、潜在的な投資収益率（例：時間の節約、研究品質の向上、新規発見）を評価す

る方法について議論する（Iris .a i は研究者 1 人あたり月約 40 時間の節約になると言及 
20）。ROI 指標として「レポート作成時間を X%短縮」や「不良率を Y%低減」などを

検討する 39。 

小さく始めて反復する 

価値を実証し、広範な展開の前に学びを得るために、最初はパイロットプロジェクトや

特定の R&D フェーズに焦点を当てることを推奨する 39。 

協力的な文化の醸成 

R&D チーム内で AI ツールの使用から得られたベストプラクティスや洞察を共有するこ



とを奨励する 6。 

AI の導入成功は、技術そのものと同じくらい組織の変革管理にかかっている。適切な

統合、トレーニング、支援的な文化がなければ、最高のツールでさえ期待以下の成果し

か得られない。AI ツールのライセンスを購入するだけでは 10、成功は保証されない。

ROI に関する記述 20  や、製造業における DX（デジタルトランスフォーメーション）に

関するマインドセット変革の必要性 41 は、より深い要件を示唆している。R&D チーム

はプロセスを適応させる必要があり、トレーニングはツールの操作方法だけでなく、ツ

ールを用いた批判的思考のためにも不可欠である。このセクションは、ツールの機能を

知るだけでなく、「組織でそれを機能させる方法」という、極めて重要な二次的懸念に

対応する。 

7. 倫理的考慮事項、リスク、および緩和戦略 
データプライバシーとセキュリティ 

AI ツール、特に独自の文書のアップロードを許可したり、内部データベースに接続し

たりするツールは、データが安全に処理されない場合、リスクをもたらす。LLM は同

意なしにスクレイピングされたデータで訓練されている可能性がある 42。生物医学研究

では、患者データのプライバシーが最優先事項である 43。 

● 緩和策：強力なセキュリティ/プライバシーポリシーを持つツールを選択する

（例：Iris.ai は独自の技術スタックとエンタープライズレベルのセキュリティを強

調 37）。データ収集についてユーザーに通知する。合成データの使用を検討する 
42。 

アルゴリズムバイアス 

AI モデルは、訓練データに存在するバイアスを永続させ、偏った検索結果や分析につ

ながる可能性がある 31。これは、取得される情報の多様性や生成される仮説に影響を与

える可能性がある。 

● 緩和策：AI ツールには多様な開発チームを編成する。公平性指標を組み込む。AI
出力に対する人間の監視と批判的評価を行う。複数のツールを使用して相互参照す

る 42。 

著作権と著者性 

AI が「その出力の表現要素を決定する」場合、AI が生成したテキストは一般的にそれ

自体では著作権の対象とならない 44。原稿作成における AI の使用は、多くの出版社の

ガイドラインに従って開示する必要があり、AI ツールを著者としてクレジットすべき



ではない 45。これは、論文や特許のような R&D の成果物にとって極めて重要である。 

● 緩和策：出版社のポリシーを理解する。人間の知的貢献が主であることを保証す

る。AI の使用を透明性をもって開示する 45。 

研究の完全性と再現性の確保 

検証なしに AI の要約や生成されたコンテンツに過度に依存すると、研究の質が損なわ

れる可能性がある。「ハルシネーション」（AI が誤った情報を生成すること）は既知

のリスクである 1。 

● 緩和策：すべての AI 出力に対する研究者による検証が不可欠である。手法の透明

性を維持する。AI が生成した回答と情報源を再確認する 4。 

AI への過度の依存と人間の専門知識の役割 

AI は加速するが、人間の批判的思考、直感、およびドメイン知識の必要性を置き換え

るものではない 3。 

● 緩和策：批判的思考スキルとともに AI リテラシーを育成する。AI を代替ではなく

協力者として位置づける 28。 

誤用の可能性 

発見のための AI ツールは、潜在的に誤用される可能性がある。例えば、創薬のための

AI が毒物を作成するために転用される可能性がある 43。 

● 緩和策：AI モデルに保護措置を組み込む（アクセス制限、監査、透明性）。倫理

的枠組みを整備する 43。 

倫理的考慮事項は後付けではなく、R&D における持続可能で責任ある AI 導入のための

基礎的要件である。積極的なリスク管理は、害を最小限に抑えながら AI の利点を活用

するために不可欠である。これらの AI ツールの力 1 には責任が伴う。42、43、44、45 の

ような記述は、様々なリスクを明確に概説している。これらの倫理的および実際的なリ

スクに積極的に対処しないと、法的問題、評判の低下、または欠陥のある R&D 成果に

つながる可能性があり、最終的にはツールが提供するはずの利点そのものを損なう可能

性がある。したがって、堅牢なガバナンスフレームワーク 42 は任意ではなく必要であ

る。 

8. 新規ビジネス開発のための R&D における AI の未来 
新たなトレンド 



● 科学のための基盤モデル：複数のドメインにわたる膨大な科学データセットで事前

訓練された大規模 AI モデル（例：NatureLM 46、KGFM 47）の開発について議論す

る。これらのモデルは、生成、最適化、およびクロスドメイン設計（例：低分子、

タンパク質、材料 46）のための統一された汎用性の高いツールを提供することを目

指している。これは、よりジェネラリストな AI 研究支援への移行を示唆してい

る。 
● 自律型ラボ / Self - Driving Laboratories (SDLs) ：意思決定のための AI と自動化

された実験との統合 23。AI 論文検索ツールは、文献から有望な仮説や実験パラメ

ータを特定し、それらを自律的にテストすることで、これらのシステムに情報を提

供できる。これにより、発見サイクルが劇的に加速される。日本はこの分野におけ

る主要な貢献国である 23。 
● 仮説生成のための AI：ツールは検索を超えて、既存文献のパターンやギャップを

分析することにより、斬新で検証可能な仮説を積極的に提案する方向に進んでいる 
3。 

R&D 専門家にとっての AI リテラシーの重要性の高まり 

AI が R&D により深く組み込まれるにつれて、AI ツールとその出力を効果的に使用、

解釈、および批判的に評価する能力は、研究者にとって中核的なコンピテンシーとなる

であろう。 

AI と人間の研究者の相乗効果 

未来は AI が人間の研究者を置き換えるのではなく、彼らの能力を増強し、退屈な作業

から解放して、より高度な批判的思考、創造性、および戦略的意思決定に集中できるよ

うにすることである 3。AI は「研究者を置き換えるのではなく補完する」存在となる 
3。 

AI 論文検索ツールは、科学を変革する AI のより大きな波の初期段階に過ぎない。これ

らの広範なトレンドを理解することは、組織が将来の R&D 戦略を構築するのに役立

つ。現在の AI 論文検索ツールは強力だが、AI の特定の応用分野を代表しているに過ぎ

ない。46、47（基盤モデル）や 23、24（SDL）のような記述は、R&D における AI のより

統合的で自律的な未来を示している。今日 AI 論文検索ツールに投資している組織は、

明日これらのより高度な AI 駆動型 R&D パラダイムを採用するために不可欠となる基

礎的な AI リテラシーとデータプラクティスも構築している。これは、現在の取り組み

を、より深遠な変革への足がかりとして位置づける。 

9. 結論と戦略的提言 



主要な利点と課題の要約 

AI 論文検索ツールが新規ビジネスのための R&D をどのように革新できるか（スピー

ド、深さ、新規の洞察）を簡潔に再確認するとともに、課題（コスト、トレーニング、

倫理的リスク、批判的評価の必要性）も想起させる。 

組織への実行可能な提言 

1. 段階的な AI 導入戦略の策定：「理解」フェーズを支援するツールから始め、価値

を実証し、その後「応用」および「創造」フェーズに拡大する。 
2. トレーニングと AI リテラシーへの投資：R&D チームにツールを効果的かつ批判

的に使用するためのスキルを習得させる。 
3. 明確なガバナンスと倫理ガイドラインの確立：データプライバシー、バイアス、

IP、および研究の完全性に積極的に対処する。 
4. 実験と協力の文化の醸成：チームがさまざまな AI ツールを探求し、ベストプラク

ティスを共有することを奨励する。 
5. 統合の優先順位付け：既存の R&D ワークフローおよび参考文献管理システム

（Zotero、Mendeley 4）と統合できるツールを選択する。カスタムソリューショ

ンのための API 機能を探す 11。 
6. ROI の継続的な評価：投資を正当化し最適化するために、R&D の生産性、イノベ

ーションの成果、およびコスト削減に対する AI ツールの影響を監視する。 
7. 新たな AI 技術の動向把握：将来の R&D パラダイムを予測するために、科学のた

めの基盤モデルや自律型ラボの開発動向を監視する。 

結語 

AI 論文検索ツールの戦略的採用は、継続的な学習と適応の道のりであるが、イノベー

ションと新規ビジネス創造において主導権を握ることを目指す組織にとって、計り知れ

ない可能性を秘めている。結論として、単にツールを導入するだけでなく、戦略的かつ

思慮深い採用が、R&D における AI の潜在能力を最大限に引き出す鍵となる。 
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